
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プレイ人数 3～5 人  
プレイ時間 30 分  
対象年齢 7 才～ 
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1~5 のプレイヤーカードから 1 枚 
を選んで伏せて置くよ。 

 

  

 

歩数の少ない爬虫類(プレイヤー)/飼い主から移動するよ。 

移動した先でアクション!!  
■アイテムカードを拾ったり… ■コオロギを捕まえたり… 
■他プレイヤーから盗んだり!!! 

次のラウンドに向けて 
準備するよ。 
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内容物 
●プレイヤーカード 25 枚(5 色 1~5) ●人間(飼い主)カード 5 枚 ●イニシアチブカード 1 枚 
 
 
 

ウラ オモテ ウラ オモテ ※オモテ・ウラお好みの面を 
    使ってください 

●アイテムカード 36 枚  
ウラ オモテ   
 罠カード 移動カード コオロギカード  

(紫色の背景) 12 枚 (灰色の背景) 12 枚 (黄色の背景) 12 枚  
 
 

 
 『あっち向いてホイ!』 『大騒ぎ』・『逃げる』 
 『トラップ』各６枚 『野菜くず』各４枚 
 
●プレイヤーコマ 5 個(赤・青・黄・緑・白木) ●コオロギコマ 1 個(黒) 
●シール 6 種 ※プレイヤーコマ・コオロギコマにそれぞれ対応するシールを貼ります。 
 
 
 
 
●人間コマ(黒) 1 個 ●ゲームボード 1 枚 ●ルールブック 1 冊(本誌) 



ゲームの準備(p4 に準備の図があります) 
①ゲームボードをテーブル中央におもて向きで置きます。 
 
②各プレイヤーは担当する爬虫類(色)を決めて、対応するプレイヤーコマ 1 個・プレイヤーカード 5 枚を 

受け取ります。プレイヤーコマはボード左下の部屋に置きます。 

(ボードの上下がわかりにくいので、p4 準備の図を参照してください)  
 
③人間カードをこのゲームに慣れた人(もしくは持ち主)が受け取ります。裏向きにしてよく混ぜてから山札にし 

て自分の手が届きやすく、みんなから見えるところに置きます。(ゲームボードの近くがいいでしょう) 
以下、「人間山札」と呼びます。 

 
④人間コマ・コオロギコマをボード右上の部屋に置きます。 
 
⑤アイテムカードはプレイ人数によって使う枚数が変わります。 

 
 
 
 
 
 
 

 
使わないカードを箱に戻したら、【  罠カードと  移動カード】をまとめて裏向きにしてよく混ぜ、各プレ
イヤーに 2 枚ずつ配ります。※配られたカードはオモテを見ても良いが、他プレイヤーに見せてはいけません。 
 
⑥その後、残りのアイテムカードを裏向きの 3 つの山に(可能な限り同じ枚数になるように)分けます。次にプレイ
人数と同じ枚数(3 人なら 3 枚、4 人なら 4 枚、5 人なら 5 枚)のコオロギカードをオモテ向きの山札にして、ゲー
ムボードの隣に置きます。以下、「コオロギの山」と呼びます。 
 
⑦その後、残りのコオロギカードを⑥で作ったアイテムカードの３つの山に(できる限り均等になるように)加えて、
裏向きのまま別々にシャッフルします。その 3 つの山を重ねてひとつの山札にしてゲームボードの隣に置きま
す。以下、「アイテムカードの山」と呼びます。  
例: 5 人プレイの場合 

 
 
 
コオロギの山 アイテムカードの山 

5 枚 
 
 
 
 
 
 
 
⑧イニシアチブカードを最近脱走に成功したプレイヤーが受け取ります。誰も当てはまらなければ、適当な方
法で決めます。受け取ったイニシアチブカードは手元に置いておきます。 
 
 

準備の図(4 人プレイの場合)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
ゲームの概要 
このゲームでは、プレイヤーは爬虫類となりプレイヤーカードで歩数を決め、ボード上を一方通
行で駆け回ります。止まった部屋でコオロギを捕まえたり、アイテムを拾ったり、他プレイヤー
からアイテムを盗んだりしながらコオロギを 4 匹集めることを目指します。 
 
ゲームの流れ 
このゲームは終了条件に達するまで以下の 3 つのフェイズを繰り返し行います。  
1．移動歩数を決める(全プレイヤー同時) 
2．移動&アクション(手番順で) 
3．クリーンアップ 
以下、この 3 つのフェイズをまとめてラウンドと呼びます。 
 
ゲームの終了条件 
誰かがコオロギカードを 4 枚集めたら、そのプレイヤーの勝ちですぐにゲームが終了します。 
 

カード名 3 人 4 人 5 人 

 トラップ 5(1) 5(1) 6 
あっ ち向いて ホイ ! 5(1) 5(1) 6 

 野菜くず 2(2) 3(1) 4 
逃げる 2(2) 3(1) 4 
大騒ぎ 2(2) 3(1) 4 

 コオロギ 8(4) 10(2) 12 
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３人で遊ぶ場合 
罠カード(紫色)を１枚ずつ・移動カード(灰色)を２枚
ずつ・コオロギカード(黄色)を４枚箱に戻します。  
４人で遊ぶ場合 
罠カード(紫色)・移動カード(灰色)を 1 枚ずつ・ 
コオロギカード(黄色)を 2 枚箱に戻します。  
5 人で遊ぶ場合 
すべてのカードを使います。 

残りの ⑥で作った３つのアイテムカードの山に ３つの山を重ねて 
コオロギカードを 加えて別々にシャッフルした後 ひとつの山にします。 

 

( )内はゲームに使わない枚数 

 

各プレイヤー手札 
 
 
 
⑤ ② 
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イニシアチブカードは⑧の行程で決めたプレイヤーの手元に
置きますが、毎ラウンド終了時に移動します。(p10 後述) 

⑧ 

各プレイヤーの手元にはプレイヤーカード 2 枚分のスペースを確保します。 
1⃣毎ラウンドプレイヤーカードを 1 枚置く場と 2⃣使ったプレイヤーカードを
捨て札として重ねて置く場となります。(p5 後述) 



ゲームの遊び方 
 
1.移動歩数を決める 
 
■すべてのプレイヤーは使用可能なプレイヤーカードから 1 枚選び、裏向きにして手元に置きま 

す。選んだ数値がこのラウンドでのあなたの移動歩数です。  
■すべてのプレイヤーがカードを置いたら、全員一斉に置いたカードをめくります。その際、前

のラウンドで自分が使ったプレイヤーカードがあれば、そのカードの上に重ねて置きます。  
その後、人間山札を担当しているプレイヤーは、人間山札の一番上のカードをめくります。 
プレイヤーカードと同様に前のラウンドで使ったカードがあれば、そのカードの上に重ねて置
きます。※人間の移動歩数はランダムに決まります  

※一度使用したカードは回収するまで使うことができなくなります。 
(回収については p7，p10 にて後述します)  

移動歩数によって 2.移動&アクションにおける手番順が決まります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2．移動&アクション 
 
■1.移動歩数を決めるにおいて決まった手番順でプレイヤーコマ・人間コマを移動させます。  
■その後、止まった部屋で(条件を満たしていれば)アクションを行います(p8 後述)。 
 

2-1 移動  
■ボードは時計回りで一方通行のコースになっていて、 

一部屋を 1 マスと数えます。  
■手番プレイヤーは、移動歩数だけ自分のコマを進めます。 
 その際、後述する・【パイプを通る】・【人間に注意】・ 

【  移動カードの使用】のルールに従います。 
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手番順の決め方 
※人間(飼い主)もプレイヤー同様に手番がありますが、移動歩数に従いコマを移動させるだけなので、 

誰が動かしても構いません  
■移動歩数の少ないプレイヤー・人間(飼い主)から順に手番を行います。  
■プレイヤーと人間(飼い主)の移動歩数が同じ場合は、プレイヤーが手番を行ってから、 

人間(飼い主)の手番を行います。 
移動歩数が同じプレイヤーが複数いる場合は、イニシアチブカードを持っているプレイヤ 
ーから時計回りで順に手番を行います。 

 
 
例:イニシアチブカードをテイオウへラオが持っています。 
   手番順は 

⇒クレス(１)  
⇒テイオウへラオ(２) 
⇒レオパ(２) 
⇒人間(２) 
⇒エボシカメレオン(３) 
⇒フトアゴ(３) 
となります。※( )内は移動歩数 
 
 

テイオウへラオ・レオパ・人間は 2 歩で同じだが、イニシアチブカードを持つテイオウへラオが先に動く。人間はプレ
イヤーの後になるので、レオパの後に動く。エボシカメレオンとフトアゴは 3 歩で同じだが、イニシアチブカードを持
つテイオウへラオから時計回りに近いエボシカメレオンから動く。 

【パイプを通る】  
ボード中央には 2 本の配管パイプがあり、それぞれ同じアイコン(   /   )の 2 部屋 
をつないでいます。 
爬虫類たち(各プレイヤー)は、基本的には時計回りに部屋間を移動しますが、このパイプを
通って移動することもできます。人間(飼育者)・コオロギは通れません。  
注意!! 手番中に２種類(  と  )のパイプを通ることはできますが、同じパイプを往復す 
 ることはできません。 
 
 移動の例: 
 レオパの移動歩数は 5 歩です。 
 左記の位置から移動を始めた場合 
 ①~③の３つの部屋のどこかに止 
 まることになります。 
 
 ① １歩目に  のパイプを使い 
  ました。 
   
 ② １歩目に  のパイプを使い、
  ４歩目に  のパイプを使い 
 ました。 
 
 ③ パイプを使わずに移動しまし 
  た。 
 
※１歩目で  のパイプを使わず、３歩目で  のパイプを使っても①の部屋に止まります。 

【人間に注意!!】  
人間コマがいる部屋では【移動】も【アクション(後述)】もできなくなります。 
 
 
 
 
■移動開始時に人間と同じ部屋にいたら一歩も動けません。 
 ※例外:移動カード【大騒ぎ】・【逃げる】(p7 後述) 
 
■移動途中で人間のいる部屋に入ったら、移動歩数が余っていてもその部屋で移動を終え 

ます。※例外:移動カード【逃げる】(p7 後述) 
 
■移動終了時に人間と同じ部屋にいたら、アクション(後述)できません。 
 ※例外:移動カード【逃げる】(p7 後述) 
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2-2 アクション  
■移動終了時、条件を満たしていたらアクションを 1 回行います。             
■アクションは 3 種類あり、それぞれを行うための条件が異なります。 
【盗む】 / 【アイテムを拾う】 / 【コオロギを捕まえる】 

■アクションの結果、アイテムカードを獲得する場合がありますが、各プレイヤーが持てるアイ 
テムカードは 5 枚までです。6 枚目を獲得したら、すぐに 1 枚選んで捨て札にします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【  移動カードの使用】 
手番開始時、移動前に(持っていれば)【   移動カード】(野菜くず・大騒ぎ・逃げる)を 1 枚使
うことができます。※複数枚持っていても、1 回の手番で使えるのは 1 枚までです。 
使用した移動カードは、アイテムカードの山の隣にオモテ向きで置き、捨て札とします。そ
れ以前に捨て札がある場合、その上に重ねます。 
※捨て札は以降使用することはありません。テーブルに余裕がない場合は、箱に戻しても構いません。         
 

【野菜くず】 
 コオロギコマを 1 マス隣の部屋に移動させます。 
 反時計回りに隣の部屋に移動させることもできます。 
 注意!! コオロギコマはパイプを通れません。 
 
 
 
【大騒ぎ】 
 人間コマを 1 マス隣の部屋に移動させます。 
 反時計回りに隣の部屋に移動させることもできます。 
 注意!! 人間コマはパイプを通れません。 
  
 
 
【逃げる】 
 使用した手番中は人間コマがいないものとして［移動］・［アクション(後述)］ 
 を行ないます。 
 ■移動開始時に人間コマと同じ部屋にいても移動することができます。 
 ■移動途中で人間コマのいる部屋に入っても、通過します。 
 ■移動終了時に人間コマのいる部屋にいてもアクション(後述)を行います。 

 
  
［プレイヤーカードの回収①］  
■［人間コマと同じ部屋に入る］もしくは［移動開始時に人間コマと同じ部屋にいる］こと 

で、移動歩数を余らせて手番を終えた場合、手番終了時にそれまでに使っていたプレイヤ 
ーカードを回収します。 
※通常、プレイヤーカードは 5 枚とも使うまで回収できません(p10 クリーンアップの項で後述) 

 
 
 
 
 
注意!! 移動歩数を使い切って、ちょうど人間コマのいる部屋に止まった場合は回収できま 
 せん。 

重要  手番開始時に人間コマと同じ部屋にいても【  移動カード】を使うこ 
 とができます。その結果、移動することができるようになることもあります。 
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【盗む】 条件:移動を終えた部屋に他プレイヤーのコマがあり、 
 そのプレイヤーがアイテムカードを持っていること。  
■同じ部屋に先にいたプレイヤーの持っているアイテムカードから 1 枚引きます。 

※複数プレイヤーがいたら、その内のひとりから盗み(引き)ます。 
 
 
  
■引いたカードが【  移動カード】・【   コオロギカード】ならそのまま獲得します。 

※内容を他プレイヤーに見せる必要はありません。 
■引いたカードが【   罠カード】であれば、公開してその効果に従います。 

その後、捨て札にします。   
【   罠カード】 
【   罠カード】は他プレイヤーに盗まれた(引かれた)時に効果が発動するカードです。 
※効果は盗まれた側の立場で記載されています。 

 
【トラップ】 
 このカードを盗まれたら、盗まれたプレイヤーが盗んだプレイヤーから 1 枚 

カードを盗む。 
 ※盗んだプレイヤーがアイテムカードを 1 枚も持っていない場合、効果なく 

捨て札になります。 
 

【あっち向いてホイ!】 
このカードを盗まれたら、盗まれたプレイヤーが他プレイヤーをひとり指名 
する。盗んだプレイヤーは指名されたプレイヤーからさらにカードを 1 枚盗 
む。 
※このカードを盗んだプレイヤーを指名することはできません。 
※アイテムカードを持っていないプレイヤーを指名することはできません。 

他プレイヤーの全員が、アイテムカードを 1 枚も持っていない場合、効果 
なく捨て札になります。  

重要!! 【   罠カード】は連鎖します。  
【   罠カード】連鎖の例: テイオウへラオはレオパから【トラップ】を盗みました。 
盗まれたレオパが今度はテイオウへラオから 1 枚盗み返しましたが、【あっち向いてホ
イ!】でした。そこで、テイオウへラオはクレスを指名しました。レオパは続けてクレス
から盗みましたが、また【あっち向いてホイ!】だったため、今度はクレスがテイオウへ
ラオから盗むよう指名しました。レオパはテイオウへラオから【コオロギカード】を盗み、
ニヤリと不敵な笑みを浮かべました。 

-8- 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アクション例①: 
レオパはテイオウへラオとクレスのいる部屋で移動を終えました。レオパはコオロギをたくさん
捕まえていそうなクレスから盗むことにしました。 
 
アクション例②: 
エボシカメレオンは手番開始時に【  移動カード】の【逃げる】を使いました。そして、レオ
パと人間コマとコオロギコマのいる部屋で移動を終えました。人間コマがいるためアクションが
できなくなるところでしたが、【逃げる】の効果でアクションを行うことができます。コオロギを
捕まえたかったのですが、レオパ(他プレイヤー)がいたので、レオパから【盗む】ことになりま
した。 
 
アクション例③: 
テイオウへラオはコオロギコマと  アイコンのある部屋で移動を終えました。コオロギコマを
捕まえたいところですが、このあとエボシカメレオンに追いつかれそうです。そこで敢えて、コ
オロギを捕まえず、【アイテムを拾う】を行ないました。その結果【トラップ】を引いたので、作
戦は成功したと言えるでしょう。 
 
 
 
 

3．クリーンアップ 
 
全員(人間含む)が手番を終えたら、次のラウンドの準備をします。  
■イニシアチブカードを持っているプレイヤーは左隣のプレイヤーに渡します。  
■プレイヤーカードをすべて使い切ったプレイヤーは 5 枚とも回収します。 

［プレイヤーカードの回収②］  
■人間カードをすべて使い切っていたら、5 枚すべてを裏向きにしてよく混ぜて人間山札を作り 

直します。 
 
 
  
 
ここまで終えたら、次のラウンドを始めます。 
 

ゲームの終了 
コオロギカードを 4 枚集めたプレイヤーは、すぐに「コオロギ集めた～!!」と声高らかに勝利宣
言をしましょう。そのプレイヤーの勝ちでゲームは終了します。 
※自分の手番を待ったり、ラウンドの終了を待ったりする必要はありません。 
 
めったに起きませんが、ゲーム途中でアイテムカードの山が尽きたら、次のラウンドを最終ラウ
ンドにします。それでもコオロギカードを 4 枚集めたプレイヤーがいなかったら、もっとも多く
コオロギカードを集めたプレイヤーの勝ちです。もっとも多く集めたプレイヤーが複数いた場合、
コオロギ以外のアイテムカードの枚数が少ないプレイヤーの勝ちです。それも同じ場合は勝利を
分かち合いましょう。 
 
 
よくある質問 
Q: パイプを通れば、人間(飼い主)を避けて移動歩数を使い切れる場面で、わざと人間の部屋に入 
 って移動歩数を余らせても良いですか? 
A: 良いです。プレイヤーカードを回収できたり、他プレイヤーから盗まれなくなることもあるの 
 で、その方が良い場合もあるでしょう。 
 
Q: コオロギカードを捨て札にしても良いですか? 
A: コオロギカードを捨てることはできません。 
 
Q: 移動歩数は必ず使い切らないとダメですか? 
A: 移動歩数を余らせるのは人間(飼い主)と同じ部屋にいる時だけです。 
 
Q: アクションは任意ですか? 
A: アクションは条件を満たしていたら必ず行わなければなりません。 
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【アイテムを拾う】 条件:  アイコンの描かれた部屋で移動を終えること。 
 
■アイテムの山の一番上のカードを獲得する。 

獲得したカードの内容を他プレイヤーに見られないように注意!! 
※アイテムの山が尽きたら、それ以降獲得することはできません。 

【コオロギを捕まえる】 条件:コオロギコマのいる部屋で移動を終えること。 
 
■コオロギの山の一番上のカードを獲得します。 
■その後、コオロギコマを人間コマのいる部屋に移動させます。  
※コオロギの山がなくなった場合、コオロギコマを箱に戻します。これ以降、【コオロギを捕 

まえる】アクションは行なえません。また、【   移動カード】の【野菜くず】も使えなく 
なります。 

重要 1 手番にできるアクションは 1 回のみ!! 
 
複数の条件を満たしている場合、どれかひとつを選んで行うことになりますが、 

他プレイヤーが移動先にいた場合、必ず【盗む】アクションを行わ
なければなりません。 
【コオロギを捕まえる】と【アイテムを拾う】の場合は、選んで行うことができます。 
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